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 【活動の基本情報】 

 参加学生数「：8名「 1 年生「：5 名、2年生「：2 名、3年生「：1 名） 

 活動期間：2021 年 5月～2023 年 1月 

 担当教員：竹林浩志 

  

1．活動実施の経緯 

岸和田市の丘陵地区に位置する「 ゆめみヶ丘岸和田」で

は、都市・農・自然が融合した新しいまちづくりが進めら

れている。その中で岸和田市とアドベンチャーワールドと

の間で「 SDGs パートナーシップ協定」を締結し、さまざまな取り組みを展開していく予定

である。現在は「 パンダとともに未来を創るプロジェクト」と題して、ゆめみヶ丘岸和田の

広大な放置竹林から竹の枝葉をパンダの飼料として提供し、残った竹幹部分を加工して竹の

工芸品等、里山再生と資源循環を促す取り組み等を開始している。 

2022 年度は、地域資源を用いた観光 PR や、ゆめみヶ丘岸和田に立ち寄ってアドベンチ

ャーワールドに行くような観光コースの発掘等、地域の活動に参加しながら具体的な商品

を考えることを目的にして活動をはじめた。 

  

2．活動の内容 

昨年度の活動で得た知見をベースに、アドベンチャーワールドのファンを岸和田に呼び

込むツアーの作成や、岸和田の竹を利用した商品の開発など、より具体的なプランを提案す

ることを目標に活動を行うこととした。 

  

3．活動を通じて 

 昨年度とメンバーが大幅に変わったため、地域のイベントや取り組みにも参加しながら、

地域における課題や秘めた可能性を見出し、アドベンチャーワールドの現在の課題や今後

の展望等を理解し、どのような連携ができるのかを検討することを考えていたが、今年度は

アドベンチャーワールドとタイミングが合わず実際に訪問することができなかったため、そ

の実情をより深くとらえることは難しかったが、限られた情報の中で学生たちは非常に頑

張ったと理解している。また、実際の商品の作成の困難さを肌で理解してくれたものと考え

ている。 
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4．成果ポスター 

 



 

合同報告会 当日の様子 

 

大阪府岸和田市ゆめみヶ丘 

 

テーマ：岸和田市とアドベンチャーワールドが創る未来の Smile とは 

発表では、作成したポスターに沿って、活動背景（岸

和田市の放置竹林の問題やアドベンチャーワールドと

の関係性）や、ゆめみヶ丘で行ったアドプトフォレスト

活動などのフィールドワークについて、一年間の成果（（企

画したツアー・商品について）を報告しました。コメン

トシートでは（ 岸和田市とパンダに関係があることを初

めて知った」という意見が多くあり、多くの方に岸和田

市とアドベンチャーワールドの関係性や、岸和田市の観光的価値を理解いただけたのでは

ないかと感じます。当日は市役所の川崎様もお越しくださり、お褒めの言葉をいただきま

した。以下、コメントシートへの回答を掲載します。 

Q． パンダの食べ残しの竹を活用するという観点がおもしろかったです。この竹を商品化 

 するに当たって、衛生面や強度に関して問題がないのか気になりました。」 

A．竹は商品や加工体験に使用する前に洗浄・乾燥させ、汚れや油分を落とすことを想定 

 しています。また、竹は丈夫で（（天然の抗菌成分が含まれるため）衛生的だといわれて 

 いるため、カビ対策（・紫外線対策などの適切な加工をすれば、他の素材に比べ、長持ち 

 するのではないかと考えます。 


